
 

 

 

 

 

26 お姉ちゃんと弟② 

                            2014.5 執筆 

 

 前回はほのぼのとした姉弟のお話でした。しかし，今回は困ったお姉ちゃん

のお話です。 

 

 ウリュウ（弟）が生まれて甲斐甲斐しくウリュウのおもりをしていたシウン

（姉）ですが，まもなく想像していなかったことを目にしました。 

 それはウリュウが生後１ヶ月になった頃のことでした。いつものように４頭

がのんびりとグラウンドで過ごしていた時のこと，ミライがウリュウにお乳を

与えました。キリンの授乳は母親が OK を出さないと飲めないことが多く，この

時もミライがウリュウに「飲んでいいよ」のサインを出しました。「あ，授乳だ！」

私はそのサインを見て授乳が始まることを察し作業の手を止めて観察しました。

サインを受け，ウリュウはミライのお乳を飲み始めました。すると，それを見

たシウンが近付いてきてウリュウとミライの間に入り，授乳を途中でやめさせ

てしまったのです。私は見間違ったのか，あるいはたまたま行ったことだと思

っていました。 

 

 しかし，それは間違いでもたまたまでもなく，以後シウンが京都を離れる直

前まで見られた行動なのでした･･･。 

 

 なぜシウンがそのような行動をとり始めたのかはわかりません。動物たちを

擬人化しないように見ているつもりですが，シウンのその行動はどう見ても「弟

に対する嫉妬」に見えました。 

 それ以外はいつも仲良しです。しかし授乳が始まると，もしくは「そろそろ

だな」と感づいた時から授乳を阻止するようになりました。 

 

 それは日に日にエスカレートしていきました。 

例えば広いグラウンドの端で授乳が始まり，シウンが遠く離れた所にいたと

しても，授乳に気づいた途端シウンは走って行ってまで邪魔をします。 

また，室内に 3 頭でいるとき，ミライが乳を与えようとする前からシウンは



常にミライとウリュウの間に入って与える隙を与えないようにしていました。

ウリュウが乳を欲しがってミライに近づこうとしようものならすかさずその間

に割って入ります。そのポジション取りといったらそれはそれは見事なもので

した。 

しかも，そのような行動をとっているときのシウンは鼻の穴を大きく開け，

「フーッ！」と何度も鼻息を荒げるのです。「いつもニコニコ垂れ目顔」のシウ

ンも，その時は別キリンのような怖い顔になります。 

 

これではウリュウがお乳を飲むことができないし，ミライのお乳も張ってし

まうと，対策を練りました。 

まず初めにとった対策は，せめて夜はゆっくりお乳を飲ませてあげようとい

うことで父親のキヨミズとシウンを同室に，そしてミライとウリュウを 2 頭だ

けにしてみました。 

初日，シウンは一晩中座ることもなくウロウロとして朝を迎えました。一緒

にいたキヨミズも落ち着かなかったことでしょう。 

さすがに疲れたのか，次の日は座ったのですが，なんとキヨミズの座ってい

るすぐ横に寄り添うようにして座ったのです。キリンは母子でも寄り添って座

ることはめったにありません。しかも，キヨミズとシウンの部屋は小さい部屋

を 2 室使っていたのですが，キヨミズが座るだけで狭い部屋に一緒に座ったも

のですからそれは窮屈だったに違いありません。それほどシウンは心細かった

のかもしれません。すぐ隣に母親はいるのですが、「見える」と「一緒にいる」

とは大きな違いなのです。 

夜も座るようになってよかったと安心したのも束の間，シウンは朝グラウン

ドに出るやいなや座るのです。しかも，真剣に寝るポーズ（首を後ろに曲げて

顔を大腿部に乗せる）を取るではありませんか！！きっと夜にしっかり寝てい

ないのでしょう。それが数日続き，この作戦を続けるのはシウンにとって良く

ないと思い中止しました。 

 

次にとった対策は，夕方と朝方の授乳の時だけシウンを離し，夜間は 3頭（ミ

ライ，シウン，ウリュウ）同居させようという作戦です。 

その頃の授乳回数は一晩に３～４回と落ち着いてきていました。ミライは１

頭目の子から 4 頭目のウリュウまで授乳のパターンが決まっていました。まず

は夕方収容してしばらくして行い，深夜に 1 回，そして明け方に 1 回です。シ

ウンの為に深夜の 1 回はミライとウリュウに隙を狙って頑張ってもらうか，も

しくは授乳を我慢してもらうことにして，夕方と朝一番にシウンを別室に分け

授乳タイムを設けることにしました。ミライとウリュウはその時を待っていた



かのようにシウンを分けるとすぐに授乳を始めました。 

これにより朝と夕方の授乳はほぼリアルタイムで確認することができました。

シウンが旅立つまでの１０ヵ月弱の間，この方法を取りました。 

結局ウリュウは生まれてしばらくしてから，お姉ちゃんに授乳を阻止されな

がらもなぜか他の 3頭の子よりも大きく，すくすくと育っていったのでした。 

初めて経験できたキリンの姉弟の飼育はとても興味深く，そして微笑ましく，

さらにはお客様からも人気で，本当に楽しかったです。 

 

 

①ミライがウリュウに授乳のサインを送るの 

をしっかり見ているシウン 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

    ②授乳が始まった 

 

    

 

 

                  

 

 

 

③ミライとウリュウの間に割り込んで 

  授乳を阻止。 

そして，ウリュウをにらみつける･･＾＾；  

普段は仲良し♪ 

    

 


